






会社概要（2007年3月31日現在）
商　　　号 ヤマトホールディングス株式会社

本店所在地 〒104-8125

東京都中央区銀座二丁目16番10号

創　　　業 1919（大正8）年11月29日

設　　　立 1929（昭和4）年4月9日

資　本　金 120,716,791,077円

社員数（連結） 157,653名　

連結子会社 国内30社、海外7社　合計37社

事 業 内 容





グループ企業理念
「社会とともに持続的に発展する企業」「働く社員が誇りと思える企業」をめざし、
｢グループ企業理念｣のもと、社員全員でCSRを推進しています。
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コンプライアンスを徹底していくために、ヤマトグル

ープ各社では、「グループ企業理念」に関する教育を推進

しています。具体的には、社員・役職者を対象とした職位

別教育、
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ヤマト運輸（株）では輸送の安全を確保するために、社

長、安全統括管理者をトップに、各支社、主管支店、エリ

ア支店に各安全統括管理者を配置し、全社にいきわたる

体制を構築して安全管理に取り組んでいます。

社長は安全に関する基本方針の周知・実現において主

導的役割を果たし、本社からエリアにいたる安全統括管

理者の縦の流れにより、全社で輸送の安全性の向上に努

めています。また、各委員会などを通じて社員からの情

報収集を図っています。

ヤマト運輸（株）の安全戦略の基盤となるのは、1974

＞＞「安全指導長制度」を基盤として

年の導入以来、着実に当社の安全を支え続けてきた独自

の｢安全指導長制度｣です。

安全指導長は各主管支店に配属された安全対策の専

門職で、日々、





ヤマト運輸（株）の「安全最優先・事故ゼロ」活動は、セ

ールスドライバーの日々の安全運転に支えられていま

す。安全運転に優れたドライバーに対し、毎年、ダイヤ

モンド賞（無事故年数25年又は無事故走行270万km）
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また、調査会社（株）J.D.パワー アジア・パシフィック

による2006年度宅配便顧客満足度調査（個人市場編）で

は、ヤマト運輸（株）が調査開始以来4年連続で「宅配便

サービス顧客満足度No.1」に選ばれました。

これらを励みとして、「お客様の立場に立って考える」

「他よりも優れ、かつ均一なサービスを保つ」という宅急











ヤマトグループでは、株主・投資家の皆様への適時適

切な会社情報の開示が健全な証券市場の根幹をなすも

のであることを十分に認識するとともに、常に株主・投

資家の皆様の視点に立った迅速、正確かつ公平な会社情

報の開示を行うため体制の充実に努めています。





2006年12月1日、ヤマトホールディングス（株）は、ヤ

マトパッキングサービス（株）から包装資材部門を分割し、

包装資材の研究開発と販売を主としたヤマト包装技術研

究所（株）



ボックスチャーター（株）は、企業の部品調達や商品流

通におけるSCM構築を支援する物流機能として中ロット

の荷物を中長距離の区間で、JIT（ジャストインタイム）納

品する「JITBOXチャーター便」を提供しています。

2006年3月にフランチャイジーとして出資・事業参加し

たセイノーホールディングス（株）に続き、同年7月には

日本通運（株）、8月には各地の路線トラック会社12社の

出資・事業参加も得ました。
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